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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機体窒素化合物を分解するにあたり、
　有機体窒素化合物から亜硝酸を生産する能力を有するストレプトミセス属の放線菌を前
記有機体窒素化合物に作用させることによって、前記有機体窒素化合物から亜硝酸を生産
することを特徴とする有機体窒素化合物の分解方法。
【請求項２】
　有機体窒素化合物を含有する水を処理するにあたり、
　前記水と、有機体窒素化合物から窒素を生産する能力を有するストレプトミセス・アン
チビオティカス　ＦＥＲＭ　Ｐ－１８２９４で表される放線菌とを混合し、前記有機体窒
素化合物を分解することを特徴とする水処理方法。
【請求項３】
　前記放線菌が有機体窒素化合物から亜硝酸を生産する能力を有する請求項２記載の水処
理方法。
【請求項４】
　前記放線菌が有機体窒素化合物からアンモニアを生産する能力及び亜硝酸及びアンモニ
アから窒素を生産する能力を有する請求項２又は３記載の水処理方法。
【請求項５】
　前記放線菌を好気的条件下に培養し、前記有機体窒素化合物を分解する請求項２～４の
いずれか一項記載の水処理方法。
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【請求項６】
　前記放線菌が従属栄養細菌である請求項２～５のいずれか一項記載の水処理方法。
【請求項７】
　前記従属栄養細菌が、ストレプトミセス・アンチビオティカス　ＦＥＲＭ　Ｐ－１８２
９４である請求項６記載の水処理方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、有機体窒素化合物の分解方法及び水処理方法に関し、特に、Ｓｔｒｅｐｔｏ
ｍｙｃｅｓ　ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ（ストレプトミセス・アンチビオティカス、以下
「Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ」と称す）　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６を利用した、排水か
らの有機体窒素化合物の除去技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　現在、汚染窒素の除去は、排水処理場において、硝化・脱窒処理によって行われている
。
【０００３】
　従来型の窒素除去（活性汚泥法）は、根本的に（１）好気的な硝化処理によるアンモニ
ア体窒素の硝酸への変換と（２）嫌気的な脱窒処理による硝酸の窒素ガス（Ｎ２）への変
換の２過程の組み合わせからなる。
【０００４】
　これらの過程は、被処理水への通気を制御することによって、交互に行われている。そ
れぞれの過程は、活性汚泥中に生息する硝化菌と脱窒菌の働きを利用したものである。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
　しかし、この窒素処理システムは、重大な欠陥を持つ。即ち、温暖化ガス・亜酸化窒素
（Ｎ２Ｏ）の大気中への大量放出である。Ｎ２Ｏは、炭酸ガスの数百倍もの温室効果を示
し、更にオゾン層も破壊することが知られている。また、Ｎ２Ｏは、大気中での半減期が
１５０年であり、一旦放出されると半永久的になくならない。
【０００６】
　大気中のＮ２Ｏ濃度は、炭酸ガスの１／１０００程度と微量である。しかし、その強力
な温室効果と、２０世紀以降の大気中のＮ２Ｏの増加率（毎年０．３％）とを考え合わせ
ると、その地球温暖化に与える影響は、炭酸ガスに並ぶほど重大である。
【０００７】
　従来型の窒素除去では、一般に、硝化菌の好気性要求度と脱窒菌の嫌気性要求度は非常
に高く、適当な通気を制御することが困難である。硝化菌、脱窒菌のいずれも、適正な通
気が行われないと、副産物としてＮ２Ｏを生成し、これが大気中に放出される。
【０００８】
　既存の技術を用いて大量の処理水への通気を完全に制御するためには、莫大なコストや
時間がかかる。このため、現存の排水処理技術の中では、排水処理におけるＮ２Ｏの放出
は、大気中のＮ２Ｏ濃度上昇原因の一つとされている。
【０００９】
　本発明の課題は、有機体窒素化合物から亜硝酸を生産する能力を有する微生物によって
、有機体窒素化合物から亜硝酸を生産する方法を得ることである。
　また、本発明の課題は、有機体窒素化合物から窒素を生産する能力を有する微生物によ
って、効率的な水処理方法を得、水処理の際のＮ２Ｏ生成を効率的に抑制することである
。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、有機体窒素化合物を分解するにあたり、有機体窒素化合物から亜硝酸を生産
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する能力を有するストレプトミセス属の放線菌を前記有機体窒素化合物に作用させること
によって、前記有機体窒素化合物から亜硝酸を生産することを特徴とする有機体窒素化合
物の分解方法に係るもの（第１発明）である。
【００１１】
　また、本発明は、有機体窒素化合物を含有する水を処理するにあたり、前記水と、有機
体窒素化合物から窒素（窒素ガス）を生産する能力を有するストレプトミセス・アンチビ
オティカス　ＦＥＲＭ　Ｐ－１８２９４で表される放線菌とを混合し、前記有機体窒素化
合物を分解することを特徴とする水処理方法に係るもの（第２発明）である。
【００１２】
　本発明者は、Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６が、有機体窒素化
合物の好気的な未知の反応機構により亜硝酸を生成し、また、有機体窒素化合物の好気的
な脱アミノ反応によりアンモニアを生成し、Ｎ２Ｏ生成を抑制しつつ、有機体窒素化合物
から窒素を生産する能力を有することを見出し、本発明に至った。
【００１３】
　本発明の第１発明は、所定の微生物を培養することによって、有機体窒素化合物から亜
硝酸を生物的に生産できることが見出されたことに基づく。
【００１４】
　本発明では、かかる微生物は、有機体窒素化合物から亜硝酸を生産する能力を有してい
る。
【００１５】
　本発明では、有機体窒素化合物から亜硝酸を生産する能力とは、有機体窒素化合物から
亜硝酸を直接生産する能力、及び有機体窒素化合物から硝酸等の中間化合物を生産して中
間化合物から亜硝酸を生産する能力のいずれか少なくとも一方の能力をいう。
【００１６】
　単独のストレプトミセス属の放線菌が有機体窒素を亜硝酸に変換することは、知られて
いない。硝化細菌の硝化において、アンモニアからの亜硝酸の生成が知られている。
【００１７】
　本発明の第２発明は、所定の微生物によって、有機体窒素化合物から窒素を生物的に生
産できることが見出されたことに基づく。
【００１８】
　本発明では、かかる微生物は、有機体窒素化合物から窒素を生産する能力を有している
。
【００１９】
　本発明では、有機体窒素化合物から窒素を生産する能力とは、有機体窒素化合物から窒
素を直接生産する能力、及び有機体窒素化合物から亜硝酸やアンモニア等の中間化合物を
生産して中間化合物から窒素を生産する能力のいずれか少なくとも一方の能力をいう。
【００２０】
　単独の微生物が有機体窒素を窒素ガスに変換することは、知られていない。脱窒菌の脱
窒において、硝酸又は亜硝酸からの窒素ガスの生成が知られているのみである。
【００２１】
　本発明によれば、所定の微生物によって、有機体窒素化合物から亜硝酸が生産され、或
いは又有機体窒素化合物から窒素が生産されるので、活性汚泥のような複雑な生物群を用
いる必要がなく、通気条件が制御し易い、効率的な水処理方法が得られ、水処理の際、Ｎ

２Ｏ生成の抑制を効率的に行うことができる。
【００２２】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施の形態を説明する。
　本発明では、有機体窒素化合物としては、特に制限されず、種々のものを用いることが
できる。かかる有機体窒素化合物は、例えば、タンパク質、アミノ酸、核酸、アミン類等
の含窒素有機化合物が挙げられる。
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【００２３】
　本発明にかかる亜硝酸は、所定の微生物によって、有機体窒素化合物から生産される。
かかる亜硝酸は、特に限定されず、例えば、亜硝酸ナトリウム等の亜硝酸塩等として存在
することができる。
【００２４】
　本発明の第１発明では、有機体窒素化合物から亜硝酸を生産する能力を有する微生物を
用いる。かかる微生物は、ストレプトミセス属の放線菌でよく、有機体窒素化合物から亜
硝酸を生産する限り、特に制限されない。
【００２５】
　かかる微生物は、有機体窒素化合物から硝酸等の中間化合物を生産し中間化合物から亜
硝酸を生産する能力を有することができる。
【００２６】
　かかる微生物は、好気的条件下に、有機体窒素化合物から亜硝酸を生産する能力を有す
るのが好ましい。微生物を好気的条件下で培養できれば、嫌気的条件下で培養するのと比
べ、通気条件を制御し易いからである。
【００２７】
　また、かかる微生物は、従属栄養細菌であるのが好ましい。有機体窒素化合物の利用能
に優れ、酵母エキス、肉エキス、ＮＺアミン（商品名）等の有機体窒素化合物を含有する
培地での維持や培養が容易だからである。
【００２８】
　さらに、かかる微生物は、グルコースやグリセロール等の炭素源の添加によって、亜硝
酸生成活性が抑制されないのが好ましい。なお、かかる微生物の亜硝酸生成活性が、培地
や排水等に混入している炭素源により抑制される場合には、かかる炭素源を除去するか、
かかる炭素源を不活化することが有効である。
【００２９】
　また、かかる微生物は、有機体窒素化合物から亜硝酸を生産する際に、特に、Ｎ２Ｏ生
成を抑制するものであるのが好ましい。
【００３０】
　さらに、かかる微生物は、ストレプトミセス属の放線菌、特に、Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔ
ｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６が好ましい。かかる微生物は、有機体窒素化合物から硝
酸を生産する能力と、硝酸から亜硝酸を生産する能力とを有しており、有機体窒素化合物
からの亜硝酸の生産能力に優れ、Ｎ２Ｏ生成が著しく低いからである。
【００３１】
　本発明者は、これまでに、従来知られていなかった放線菌に属する新規脱窒菌を発見し
ている。
【００３２】
　Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６は、その一例であり、通常の脱
窒菌と同様に硝酸を還元し、Ｎ２を生成する。
【００３３】
　さらに、本発明者は、Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６が、脱窒
だけでなく、これまで知られていない新たな窒素代謝能を持つことを発見し、「共脱窒」
と名付けた。
【００３４】
　共脱窒は、硝酸又は亜硝酸とアンモニアとをＮ２に変換する反応で、反応中間物にＮ２

Ｏを伴わない。また、この反応は、好気的反応である〔日本農芸化学会２０００年度大会
（３月）にて発表〕。
【００３５】
　本発明にかかるＳ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６は、受託番号：
ＦＥＲＭ　Ｐ－１８２９４として、平成１３年　４月１２日付けで工業技術院生命工学工
業技術研究所に寄託してある。この菌株は、
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１．枝分かれのある菌糸状の形態を示し、
２．チロシンを含む培地で黒色の色素を生成し、
３．平板培地上で白色の胞子を形成し、
４．グリセロールを炭素源として良好に生育し、
５．異化的硝酸還元能をもち、
分類学上、ストレプトミセス属の放線菌に属する。
【００３６】
　かかる微生物が、有機体窒素化合物から亜硝酸を生産する代謝系は、少なくとも、Ｓ．
ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６のような従属栄養細菌では、初めての
発見である。
【００３７】
　また、かかる微生物が、酵母エキストラクト等の複雑な有機体窒素化合物から亜硝酸を
生産できることは、ストレプトミセス属の放線菌では初めての発見である。
【００３８】
　かかる微生物の培養の条件は、有機体窒素化合物からの亜硝酸の生産に適するならば、
特に制限されることはない。用いる微生物の種類、溶液中の有機体窒素化合物の濃度、溶
液の組成、培養密度、培養温度、培養時間等、種々の条件を設定し、微生物の亜硝酸生産
能を制御することができる。
【００３９】
　本発明では、かかる微生物を培養して、溶液中の有機体窒素化合物を亜硝酸に変換する
ことができる。かかる亜硝酸は、他の生物的処理や化学的処理により、更に窒素にまで変
換することができる。
【００４０】
　このように、本発明の亜硝酸の生産方法は、生活排水や工場排水等の排水中の有機体窒
素化合物を硝酸又は亜硝酸に分解することができるので、排水処理の方法として極めて有
用である。
【００４１】
　本発明の第２発明では、有機体窒素化合物から窒素を生産する能力を有する微生物を用
いる。かかる微生物は、ストレプトミセス・アンチビオティカス　ＦＥＲＭ　Ｐ－１８２
９４で表される放線菌でよく、有機体窒素化合物から窒素を生産する限り、特に制限され
ない。
【００４２】
　本発明では、有機体窒素化合物から窒素を生産する能力を有する微生物は、有機体窒素
化合物から硝酸化合物や亜硝酸化合物等の中間化合物を生産して中間化合物から窒素を生
産する能力を有することができ、また、かかる微生物は、有機体窒素化合物からアンモニ
アを生産してアンモニアから窒素を生産する能力を有することができる。
【００４３】
　かかる微生物は、硝酸又は亜硝酸とアンモニアとを窒素に変換する共脱窒の能力を有す
るのが好ましい。単独の微生物が２種以上の基質を窒素に変換できることは、脱窒性能を
向上させるのに有利だからである。
【００４４】
　本発明では、微生物は、好気的条件下に、有機体窒素化合物から窒素を生産する能力を
有するのが好ましい。微生物を好気的条件下で培養できれば、嫌気的条件下で培養するの
と比べ、通気条件を制御し易いからである。
【００４５】
　また、かかる微生物は、従属栄養細菌であるのが好ましい。有機体窒素化合物の利用能
に優れ、酵母エキス、肉エキス、ＮＺアミン等の有機体窒素化合物を含有する培地での維
持や培養が容易だからである。
【００４６】
　さらに、かかる微生物は、グルコースやグリセロール等の炭素源の添加によって、窒素
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生成活性が抑制されないのが好ましい。なお、かかる微生物の窒素生成活性が、培地や排
水等に混入している炭素源により抑制される場合には、かかる炭素源を除去するか、かか
る炭素源を不活化することが有効である。
【００４７】
　また、かかる微生物は、有機体窒素化合物から窒素を生産する際に、特に、Ｎ２Ｏ生成
を抑制するものであるのが好ましい。
【００４８】
　また、かかる微生物は、ストレプトミセス属の放線菌、特に、Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉ
ｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６である。かかる微生物は、有機体窒素化合物からの窒素の
生産能が優れ、Ｎ２Ｏ生成が著しく低いからである。
【００４９】
　かかる微生物の代謝系は、少なくとも、Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ
－５４６のような従属栄養細菌では、初めての発見である。
【００５０】
　かかる微生物が単独で、酵母エキストラクト等の複雑な有機体窒素から窒素を生産でき
ることは、初めての発見である。
【００５１】
　本発明にかかるＳ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６は、有機体窒素
化合物から硝酸、亜硝酸及びアンモニアを生産する能力を有し、硝酸又は亜硝酸とアンモ
ニアとを窒素に変換する能力を有している。
【００５２】
　かかるＳ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６は、好気的な条件下に、
Ｎ２Ｏの生成を抑制しつつ、有機体窒素化合物から窒素を生産することができる。
【００５３】
　このように、本発明にかかる微生物の有機体窒素化合物からの亜硝酸又はアンモニアの
生成反応と、硝酸又は亜硝酸とアンモニアとを窒素に変換する共脱窒とを組み合わせれば
、好気的処理単独で、Ｎ２Ｏ排出削減型の画期的な有機体窒素除去システムが構築できる
。
【００５４】
　この点で、本発明は、従来の硝化・脱窒処理の常識を打ち破り、従来の排水処理におけ
る硝化・脱窒処理に取って代わる可能性をもつ革新的なものである。
【００５５】
　本発明は、排水処理産業、特に、生活排水、農畜産排水、工業排水等の有機体窒素を多
く含む排水からの窒素除去の分野において、産業上利用することができる。
【００５６】
【実施例】
　図面を参照して、本発明を実施例に基づいて、具体的に説明する。なお、本発明は、こ
こに記載する実施例に制限されるものではない。
　図１は、Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６による有機体窒素から
の亜硝酸生産を示すグラフである。図２は、Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　
Ｂ－５４６による有機体窒素からのアンモニア生産を示すグラフである。図３は、Ｓ．ａ
ｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６によるＮ２０排出削減型窒素除去の一例
を示すグラフである。
【００５７】
実施例１～５
　Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６による有機体窒素からの亜硝酸
生産を実験した。
　Ｓ．ａｎｔｉｂｉｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６を、３００ｍＬの０．１重量％酵
母エキスのみ添加した培地Ａ（実施例１）、培地Ａにおいて酵母エキスを肉エキスに代え
た培地（実施例２）及び培地Ａにおいて酵母エキスをＮＺアミン（商品名）に代えた培地
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（実施例３）を用いて、好気的にフラスコ培養し、培地中の亜硝酸塩の濃度を測定した。
【００５８】
　実施例１の結果を図１に示す。図１に示すように、培養に伴って、培地中に亜硝酸の蓄
積が見られた。なお、亜硝酸生成に適した培地組成は、実施例１～３のうちでは、実施例
１の培地Ａ（０．１重量％酵母エキス添加）を用いたときに最も亜硝酸の生成量が多く、
その生成量は、フラスコあたり６０μモルであった（図１参照）。
【００５９】
　これは、本菌が培地中の有機体窒素成分（酵母エキス等）から亜硝酸を生成する能力を
もつことを示す。このような代謝系は、硝化細菌の硝化によりアンモニアが亜硝酸を生成
することが知られているのみであり、本菌のような従属栄養細菌でははじめてであり、酵
母エキストラクト等の複雑な有機体窒素からの亜硝酸生産は微生物を通じてはじめての発
見である。
【００６０】
　なお、この亜硝酸生成活性は、培地Ａに１重量％グルコース（実施例４）や３重量％グ
リセロール（実施例５）等の炭素源を添加することによって抑制される傾向があった（図
１参照）。
【００６１】
実施例６～８
　亜硝酸生産を行う異化型硝酸還元酵素（Ｎａｒ）活性を測定した。
　Ｎａｒは、脱窒に関与する酵素で膜画分に存在することが知られている。この酵素は、
硝酸を還元し亜硝酸を生成する。
【００６２】
　培地Ａ（実施例１）、培地Ａに１０ｍＭ亜硝酸を添加した培地（実施例６）、あるいは
培地Ａに１０ｍＭ硝酸を添加した培地（実施例７）を用いて、実施例１と同様な好気条件
で、Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６を培養し、脱窒系酵素を誘導
し、１２時間経過したときの菌体を回収し、菌体の膜画分中の各種脱窒系酵素（Ｎａｒ活
性等）を測定した。結果を表２に示す。
【００６３】
　また、気相をアルゴンガスで置換した後に、フラスコをゴム栓で密閉し、通気を制限し
た嫌気条件で、培地Ａを用いてＳ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６を
培養し、菌体中のＮａｒ活性を測定した（実施例８）。結果を表２に示す。なお、各酵素
の測定方法は、Kobayashi M, et al., J. Biol. Chem. 271, 16263-16267(1996)に従った
。
【００６４】
【表１】

【００６５】
　表１に示すように、亜硝酸還元酵素が構成的に発現していることがわかった。菌体中の
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Ｎａｒ活性は、いずれの培地を用いたときも同程度であった。これは、好気的条件下でも
、Ｎａｒが機能可能であることを予想させるものである。通常の細菌では、この酵素は、
嫌気条件下で硝酸によって誘導合成されるが、Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ
　Ｂ－５４６のＮａｒは、これとは異なっているという特徴をもつ。
【００６６】
　また、培地Ａにグルコース（実施例４）あるいはグリセロール（実施例５）を添加した
ところ、菌体内のＮａｒ活性は減少した。この結果は、Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　
ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６によって生産される亜硝酸は、Ｎａｒにより、硝酸から生成される
可能性を示す。
【００６７】
実施例９～１１
　Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６による有機体窒素からのアンモ
ニア生産を試験した。
　実施例１と同様の実験を行い、培地中のアンモニア濃度を定量した（実施例９）。結果
を図２に示す。その結果、Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６によっ
て、有機体窒素からアンモニアが生成することが示された。この生成活性は、培地Ａを用
いたときに最も高く、フラスコあたり０．８ｍモルであった。
【００６８】
　また、図２に示すように、アンモニア生成は、培地Ａにグルコース（実施例１０）又は
グリセロール（実施例１１）を添加することによって抑制された。即ち、アンモニアの生
成と亜硝酸の生成とは類似の培地条件で起こった。
【００６９】
実施例１２～１５及び比較例１及び２
　Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６によるＮ２０排出削減型窒素除
去を実験した。
　Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６が、有機体窒素から亜硝酸及び
アンモニアを作ることは、共脱窒反応により、有機体窒素からＮ２が生成できることを予
想させる。
【００７０】
　実際、表２に示す培地Ｂに１０ｍＭずつの亜硝酸とアンモニアを添加した培地（ｐＨ５
．０：実施例１２及びｐＨ７．２：実施例１３）を用いて、実施例１と同様の好気条件で
Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６を培養すると、気相中に窒素ガス
が生成することが分かった（図３）。この例においては、硝酸又は亜硝酸は、安定同位体
１５Ｎで標識してあるので、アンモニアと硝酸又は亜硝酸のハイブリッドによる窒素ガス
は、１５Ｎ１４Ｎとして検出される。
【００７１】
【表２】

【００７２】
　なお、図３に示すように、亜硝酸とアンモニアとを添加した培地は、菌体を加えなくと
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も、ｐＨ５等の酸性（比較例１）では、ｐＨ７等の中性（比較例２）に比べて窒素ガスを
多く生成する。したがって、図３のｐＨ５．０で、微生物が生産する窒素の量は、培地自
体が生成する窒素の量を控除することで求められる。
【００７３】
　また、培地Ａに１０ｍＭずつの硝酸とアンモニアを添加した培地（ｐＨ５．０：実施例
１４及びｐＨ７．２：実施例１５）を用いて、実施例１と同様の好気条件でＳ．ａｎｔｉ
ｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６を培養した。
【００７４】
　この場合も、図３に示すように、気相中に窒素ガスが生成することが分かった。このこ
とは、Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６が、硝酸を亜硝酸に変換し
、亜硝酸から窒素ガスを生産することを示す。
【００７５】
　実施例１２～１５の際、亜酸化窒素の生成量が少なかった（２μモル／フラスコ）。こ
のことは、本菌を用いるシステムが、温室ガスである亜酸化窒素排出抑制型排水処理シス
テムの構築に有用であることを示す。
【００７６】
　本菌の共脱窒系を利用すれば、排水からの有機体窒素及び硝酸の同時除去が可能である
。また、本菌は、嫌気条件下よりも好気的条件下で強い窒素ガス生成活性を示すことから
、好気的脱窒処理が可能である。
【００７７】
【発明の効果】
　本発明によれば、単一の微生物を用いて有機体窒素化合物を亜硝酸又は窒素に変換でき
るので、従来に比べ制御が容易で効率的な窒素除去システムを提供することができる。
【００７８】
　また、本発明の方法は、制御が容易で効率的であるので、たとえ好気的な条件であって
も、Ｎ２０を発生させないで、有機体窒素化合物から窒素を除去するシステムの構築が可
能である。かかる窒素除去は、温室ガスＮ２０の大気中への放散が少ない環境にやさしい
技術である。
【図面の簡単な説明】
【図１】　Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６による有機体窒素から
の亜硝酸生産を示すグラフである。
【図２】　Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６による有機体窒素から
のアンモニア生産を示すグラフである。
【図３】　Ｓ．ａｎｔｉｂｉｏｔｉｃｕｓ　ＮＲＲＬ　Ｂ－５４６によるＮ２０排出削減
型窒素除去の一例を示すグラフである。
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